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本校の学務システムは平成22年から完全に新システムへ移行する。学務システムの1つの機能である

出欠席サブシステムをさらに効率的に運用するため、携帯端末による記録システムについて検証し

た。携帯端末として携帯ゲーム機NintendoDSを導入し試験的運用を進めた結果NintendoDSを出欠

席記録端末として利用することが可能であることが確認された。これまでの成果と22年度中の完全運

用を目指して課題となる点について報告する。
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1.はじめに

本校では平成 6年の総合学科開設当初から成績、出

欠、履修情報、入試処理などの学務情報について

DBASE-Nを用いたシステムを運用してきた。

図 1 I日システムの出欠席入力画面

このシステムはMS-DOS上で動作するものであった

が(図 1)、運用から十数年が経過した平成19年に新シ

ステム移行のためのワーキンググループがつくられ、

Windows上で運用できる新しい学務システムへの移行

が順次進められた。平成22年度から新システムへ完全に

移行することとなる。

総合学科において生徒は2年次、 3年次になると多くの

選択科目を履修することになる。そのため生徒全員がク

ラスで顔をそろえるのは朝と帰りのSHR(ショートホー

ムルーム)と必履修科目の時間帯に限られる。本校では

3年次になると、週3時間の必修科目しかなく、そのよう

な中で生徒の出欠席状況、保健室等の利用状況を把握す

るのは難しい作業となる。以前は朝学校には登校してい

るものの、授業に出席せず校外ヘ出たりするといういわ

ゆる中抜けの問題も多く指摘された。また近年不適応の

悩みを抱える生徒も多く、保健室に来室する生徒も増え

ている。 HR担任としては生徒の授業への参加状況およ

び、保健室等の利用状況を常に把握したいという気持ち

はある。しかし選択科目が多く生徒それぞれに履修して

いる科目が異なるため、 HR担任が生徒の出欠情報を知

るためには授業担当からの報告を待つしか方法がなかっ

た。 l~l抜けなどに対する生徒指導は時間が経ってからは

で効果的でない。保健室等の利用状況についても時間を

おかずに対応した方がよりよい対処ができるものも多

い。そのために生徒の出欠席、欠課等の情報は即時性が

求められるものである。

本校の出欠席入力システムはHR担任と授業担当が1

人の生徒に対して相互に各時間の出欠席を入力し照合す

ることにしている。旧システムでは夜間にサーバ上で照

合作業が行われていたため、 HR担任と教科・授業担当

双方が入力した出欠席の相違を発見できるのは最短で翌

日であった。 HR担任は特に気になる生徒については授

業担当者に口頭で連絡をとり確認していた。新システム

では出欠席情報が入力された時点で反映されることとな

り、出欠席情報の即時性が担保されるようになった。た

だ、この出欠席情報もHR担任、あるいは授業担当者が

教科毎におかれている学務用コンビュータから情報を入

力した時点のものとなる。例えばHR担任が朝出席をと

り、その情報を入力するのが夕方になれば、いくらシス

テムがダイナミックに対応できても、出欠席の情報は本

来の即時性の意味を持たなくなる。また、本校ば23年度

から朝のHR担任によるSHRを行わないこととしてい

る。そのため生徒の登校状況は1時間目の担当者が報告

することとなる。このようなことから出欠席情報をより
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(Webフォーム型)出欠結集計出力早く正確に、関係する教員が共有できるシステムを構築

することが求められた。

HR担任はSHR出欠席入力フォーの4つの機能があり、出欠席情報の即時性と情報共有の容易さを担保する方

ムへ授業担当者は講座出欠席入力フォームへ出欠席情報まず平成15年に科研費の交付(平成15年度法として、

を入力する。国 2にSHR出欠席入力画面を示す。孝之深津科学研究費補助金(奨励研究(lヨ)) 

この画面は各教科におかれている学務専用コンビュー「総合学科学務情報システムの課題番号:15908010 

タで入力する場合のものである。日R[H欠席の情報は朝を受け、携帯端末による出欠席記録システ開発研究J) 

SHR、1-7限、 i帰りSHRのそれぞれの時間毎に記録されムについて検討をはじめた。 2年間ほど携帯端末を用い

る。授業担当者とHR担任との出欠情報に相違がある場て担任や授業担当者の出欠席の入力をスムーズに行う方

合は該当生徒・待問のプルダウンメニューの部分に赤いここで明らかになった最大の法について検証してきた。

ラインが表示される。最終的にHR担任がフォーム右側問題は、教職員全員が携帯端末を持つためのコストであ

のチェックボックスにチェックしたものが生徒の当日の当時は無線通信機能を有した携帯端末はかなり高価る。

公式な記録となる(出席の場合は無印)。目的は達であったため、数名での運用試験にとどまり、

図3に講座出欠席入力フォーム画面を示す。授業担当成されなかった。新学務システムの運用が始まることに

者は単純にその生徒がその授業に出席か欠席かを入力すあわせて、携帯端末による出欠席記録ができないか再度

の項にはHR担任が携帯る。入力画面のうち「朝SHRJ検討した。その結果、携帯ゲーム機 NintedoDSを使う

また「担任(PC)Jの項端末を使用して入力した情報が、以前の研究で問題となった導入・維持コストをことで、

にはHR担任が学務専用コンビュータを利用して入力しおさることが可能になることがわかった。

「朝SHRJた情報が表示される(出席の場合は無印)。ここで、は携帯ゲーム機NintcdoDSを用いた出欠席入

の場合はHR担任が携構端末で入力していの項が r? J 力システムについてこれまでの検証結果について報告す
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ないことを示している。る。なお、機器の整備等は十分でないため、今回の報告

は中間報告とし、全体的な研究成果等についてはシステ

ムが完全に構築された後に何度報告する。

R2. 2003 Server 

2. 学務システムの概要

本校のシステムはWindows

2005(Standard)DBMS 上で稼働し、SQLServer 

フレームワーク及び、 C#言語にて記述.NetASP Web 
説会総i(i.mLut;経過蓮3記簿操護J浸叢匂怒川弘義

ïii-，瓦Ci~~薬保護fi長選:謀議;道筆頭華r~~~護持、豪される。

出欠席入力、履修管理、成績記

生徒情報管理を行うサブシステムが

機能には入試業務、

h也語r，i6診也潔が露両裂が詰f1む密情選出品索
録、指導要録管理、

あり、それぞ.れはwebフォーム型 (.netASP)、C#ア

プリケーション型どちらかの適当なインタフェースで提

Reporting 供される。帳票出力機能には、 SQLServer

webブラウザからの操作・閲覧・Serviceを利用し、

印刷が可能となっている(加島 2009)。

新システムの出欠席入力画面 (HR担任用)図2

出欠席サブシステム3. 

出欠席サブシステムは、

SHR出欠席入力フォーム (Webフォーム型)
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(Webフォーム型)

講座出欠席入力フォーム (Webフォーム型)

マイ.名簿作成フォーム



これまでの運用状況と問題点5. 

まず試験的運用にあたってNintendoDSを14台購入

A館5カ所に無線LANアクセスポイントを設置し

た。図 5にアクセスポイントを設置した場所を示す。

当初設置したアクセスポイントはI・Oデータ社製のWN-

この機種は外部アンテナがなく小型で安価G54である。

であったが、数ヶ月間試験的に運用した結果、場所によ

し、

つては電波が十分届かないなどの不都合が生じることが

そのため、外部アンテナを装備している

Allied Telesis社製のAT-TQ2403と入れ替えた。その

結果電波が届かないことによると考えられる通信障害は

解消された。
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新システムの出欠席入力画面(授業担当者用)

DS 

無線携帯構末システム

今回本校で採用したのは携帯ゲーム機Nintendo

である。 NintendoDSは標準でWi-Fi機能とwebブラウ

ザを搭載し (Nintendo

図 3

4. 

2階
IE揮

。111がアヲセλポイントの敏陸場新DSiシリーズ)、安価で手軽

に利用することができる。他にも端末候補として、

アクセスポイントの綾置場所留5mylo、携帯電話会社のスマートフォSONY社のPSP、

Nintendo DSは全12クラスのHR担任に配り、朝の

SHRで出欠情報の入力をお願いした。朝のSHRは連絡

事項も多く、また運用開始当初は通信がうまくいかない

などの問題が多く発生し想定したような運用実績が上が

もっとも安価であるということで

Nintendo DSを導入することとした。

ン等もあったが、

DSは通信

速度、画面の表示機能などに制限があり、コンビュータ

用につくられたフォームを読み込み、編集を行うことは

もともとゲーム機であるNintendoただ、

またHR担任だけの入力では携帯端末で情

HR担任と授業担当者が生

らなかった。DS専用の入力フォーこのため、 Nintendoできない。

報をリアルタイムに入力し、ムを作成し出欠席情報の入力を行うこととした。図4は

徒の出欠席情報を共有するという最も求められる機能が

なかったことも出欠席入力に対する関心が上がらなかっ

た原因の1っと考えられた。ただ、

出欠席情報入力画面である。必要最低限度の入力項目と

することで、出欠席情報の入力を簡便化し、利用する教

員の負担を軽減している。 この試験的運用の結

DSを用いて出欠席の入力が可能であり、果Nintendo

入力さえで、きれば即時性を持った出欠席情報を教職員が

共有できることが確認された。

試験的運用の第2段階として、教職員全員へNintendo

DSを貸与し、システムの検証を行うこととなった。ま

ず数名の授業担当者にNintendoDSを貸与し授業にお

いて出欠席情報の入力をお願いした。 SHR時と同じよう

に特に問題なく情報を入力することができた。ここで1

つ問題が生じた。アクセスポイントは今のところA館の

A館での入力では支障はないものの

B館やC館、農場や工場などの授業においては、十分な
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みに設置しており、

袖，ter鴎 DSの出欠席入力画面留4



通信状態を維持できない。仮にこの状態で教職員全員に

Nintendo DSを配っても、入る情報と入らない情報が生

じ、正確性、即時性としての情報の価値は下がることと

なる。このような状態では運用の実績も上がらないとい

う判断で、教職員全員へのNintendoDS貸与はアクセス

ポイントを十分に整備した後に行うこととした。現在、

B館へのアクセスポイントの設置場所等について検討を

行っているところである。

6. 今後の線題

本校は平成23年度から HR担任による朝のSHRを実

施しないこととなっている。生徒の登校状況について報

告の役割は1時間自の授業担当者が受け持つこととな

る。生徒の登校状況は学校として完全に把握しておかな

ければならない情報の1つである。その意味においても1

時間自の綬業担当者の役割は大変重要である。もともと

携帯端末の利用は教職員の負担軽減、利便性の向上を目

指して進めてきたものである。しかし試験的運用の段階

では限定した中での運用であったため、携帯端末を使用

する教職員にその価値が十分に伝わらなかった。今後授

業担当者も生徒の登校状況の報告という重要な責を負わ

なければならなくなる。またHR担任は慢業担当者の報

告から生徒の/Jj欠席に関する情報を得なければならな

い。そのような場面でこのシステムは大変有効であると

考えられる。そのためには出欠悩報についてすべての教

職員がその重要性について認識し入力に協力する体制を

整えることが厳重要課題である。

本校には多くの非常勤講師も勤務している。非常勤講

削i一人_..~人にまで携帯端末を貸与することは難しい。出

欠情報の入力について非常勤講師に対して理解をお願い

するとともに、教科内で携帯端末を融通しあうなどの協

力も求めていかなければならない。

システムが機能するためには運用するための施設設備

と実際にシステムを使用する人の協力が不可欠である。

本システムにおいても平成22年度中の完全運用を目指し

て、機器の整備を進めるとともに、システムを利用する

教職員に対しても運用について理解を求めていかなけれ

ばならない。

日l用・参考文献】

1 )加島 倫 (2009) 附属坂戸高等学校学務処理シ

ステムの構築、筑波大学技術報告 NO.29、pp28-pp35
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